
［美星中］学校（３）年 Ｒ５ふるさと教育・起業家教育の視点を取り⼊れた単元報告シート 作成者名【中川 紀⼦】
めざす⼦ども像 美星を誇れる⼦

学年・学期にお
ける探究課題

・町づくりや地域活性化に取り組んでいる⼈々や組織・地域への提⾔
・⾏事や企画を運営し成功に導くには

単元名 美星プロジェクト ⼀歩先へ（全２４時間＝実施時期︓５⽉〜１２⽉）

単元のねらい
・これまでに⾝につけた学び⽅をいかし、⼈々の思いや願いを理解するとともに、課題を⾒いだし、課題の解決に向けて主体的協働的に情報を収集し、⽬的に応じて整理
したり関連づけたりして考え、取り組む態度を育てる。
・⾃分と地域との関わりを考えながら、今後の地域のあり⽅、⾃分の進路や⽣き⽅を考え、実践していく態度を育てる。
・考えた企画を実践につなげるよう、地域の⽅と協⼒できるコミュニケーション⼒を育てる。

課題設定 情報収集 整理・分析 まとめ・表現

主な活動

①美星町のよいところや問題点に気づく
②美星町を活性化させる「もの・こと」
を考える
③地域の⽅とプロジェクトを実現させる

・地域課題をみつける
・地域の⼤⼈の⽅との協議

・得た知識を整理し、必要事項を絞る
・取り組むことになった4つのプロジェ
クトの意義や地域への貢献について考え
る

・⼀⼈１つのプロジェクトを作成し、ク
ラスで発表する。その際、地域の⽅を招
き、アドバイスをいただく
・4つのプロジェクトを地域の⼤⼈とも
連携して実現
・おかやま学びたい賞でのまとめ発表
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もの ・地域課題に気づけるワークシート
・タブレット端末

・タブレット端末 ・タブレット端末 ・タブレット端末
・ピザ窯など実現に必要なグッズ

ひと
・⽣徒のプロジェクトを⽀援する地域の
⼤⼈

・美星⽀所職員、公⺠館職員、地域おこ
し協⼒隊、PTAの⽅など

・プロジェクトの完成に向けて、情報を
整理・分析できる⽣徒・地域の⼤⼈

・「ロープウェー計画」「星の検定
2023」「美星満天ビザ屋さん」「美星
でコスプレ」の4つの企画を⼀緒に考え、
実⾏に向けて協⼒する地域の⼤⼈

しごと（こと）

・1⼈1プロジェクトの企画・発表
・地域の⼤⼈に発表を聴いてもらい、実
現可能な企画に絞る
・実現可能なプロジェクトを実現につな
げる

・⾃分が考えた問題についての情報を
持っている知識⼈を探し、情報共有する

・実⾏に移すプロジェクトを実現させる
ための計画や試作、実⾏に移すこと

・地域課題を⾃分事としてとらえ、活性
化できるプロジェクトの完成
・プロジェクトを実現させ、地域活性化
の⼀役を担っている実感

その他

引
き
出
し
た
姿

いばら愛
（郷⼟愛と当事者性）

・地域課題と⾃分の⽣活を照らし合わせ
ながら、企画する
・地域課題を意識しながら、地域の⼤⼈
と実⾏する

・地域課題を解決につなげるために情報
収集する

・地域課題を意識しながら、20年後に
思いを持つ

やり抜く⼒
（向上⼼と忍耐⼒）

・⾃分の企画を完成させる
・⾃分たちの企画を実⾏できるようにす
る

・プロジェクトを完成の形まで持って⾏
き、販売、参画、提案などを⾏った

まき込む⼒
（発信⼒と協働性）

・地域の⼤⼈と協働して情報収集する ・ ・地域の⼤⼈の⽅の知識や技術をお借り
して、完成させた

アウトプット
の⼯夫

・個⼈プロジェクト発表会を地域の⼤⼈に⾒てもらい、実現可能なプロジェクトを選ぶ。
・地域⾏事へ参画して、地域の⼤⼈と協⼒して⾃⼰有⽤感を得る。
・おかやま学びたい賞で、全員のふりかえりから⾃分たちクラスとしてのまとめの⾔葉を発表する。

◆ 実際に連携・接続・交流した他学年、他校（園）種、外部団体等
PTA 美星中学校区ひとづくりネットワーク運営協議会 美星地区地域おこし協⼒隊
美星幼稚園 美星⼩学校 井原市役所 中世夢が原 美星天⽂台
美星ふるさと祭り実⾏委員会

◆ 実際に関連付けた教科・領域、学校⾏事等
総合的な学習 美星ふるさと祭り 美星っ⼦星の検定 井原市⼦ども議会

☜

☜

☜

☜

☜

☜

☜



〈R5〉美星中学校・３年 単元名『美星プロジェクト〜⼀歩先へ〜』の流れ（探究過程）と活動の実際 担当【中川紀⼦】

◆成果（○）・課題（△）・来年度に向けて（☆）
○地域課題を地域の⼤⼈と協議しながら実感できた。
〇⼤⼈と協⼒することで、⾃分たちの考えたプロジェクトの中に、は実現可能なプロジェクトもあるということがわかった。
〇⾃分の住む地域の将来について考え、よいところを継承できるよう思いを持つことができた。
△賛同し、お⼒を貸してくださる地域の⽅が不可⽋。学校と地域が協⼒して中学⽣を育てる意識が必要。
☆同じことでなく、その年その年の⽣徒のオリジナリティあふれるプロジェクトをどんな形でも実現につなげられるように、学校と地域が⽀えられるようにしたい。

☜

☜

◆単元のねらい・これまでに⾝につけた学び⽅をいかし、⼈々の思いや願いを理解するとともに、課題を⾒いだし、課題の解決に向けて主体的
協働的に情報を収集し、⽬的に応じて整理したり関連づけたりして考え、取り組む態度を育てる。
・⾃分と地域との関わりを考えながら、今後の地域のあり⽅、⾃分の進路や⽣き⽅を考え、実践していく態度を育てる。
・考えた企画を実践につなげるよう、地域の⽅と協⼒できるコミュニケーション⼒を育てる。

①個⼈プロジェクト企画・発表 ②実⾏可能な４つの企画始動 ③プロジェクトごとの表現 ④まとめ

美星ロープウェー
美星PR花⽕フェスティバル
美星フルーツ満天たっぷり

クレープ
Cafe Key
空から美星を
いくさランド復活作戦
美星めぐり
美星ご縁むすび
ショップシリウス
Starry Sky
中世夢が原コスプレ

イベント「夢コス」
まんてんピザ
ミルキーウェディング
美星BEAUSTAR LAND
⻘空〜⾷〜フェス
星の郷コスプレイベント

「星コス」
星の検定2023
思いよ届け！

美星町Star project

美星ふるさと祭りでピザの
販売
地産地消！⾷品ロス対策！
150枚完売！

美星っ⼦星の検定のPR
中学⽣の参加者を増やす！→増えた！

美星のロケーションを⽣かしたコスプレイベ
ントを！
夢が原や星空公園でしませんか？

美星に来る⼈を増やす！交通を便利にしたい！
荏原駅から美星天⽂台までロープウェイを作りた
い！
⼦ども議会で井原市に積極的に提案！

私たちが暮らしている美星町は、
美しい星空と⾃然、新鮮な⾷べ
物があり、これを⽬当てに美星
町を訪れる⽅はたくさんいらっ
しゃいます。今のような美星が
あるのは、美星の良さを発信し
ようと努⼒された先⼈がおられ
るからです。

私たちは、今回の「美星プロ
ジェクト〜⼀歩先へ〜」に取り
組み、美星のことについてたく
さん考えました。
私たちは、２０年後、今よりも
多くの⼈に訪れてもらい、美し
い星空を守り続ける美星である
ことができるように、ふるさと
を⼤切にできる⼤⼈になりたい
と思います。

20年後の美星
私たちはこんな町にし

たい


